
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

16 微 生 物

116

り 目的

知 ら4tて い る。

し
、
7 の 遺オ云解肩丁を行 7 た の で

’
報 告する。

嚇 法 　 i“ltXthL．　 H　W　2　R 〔側 琳 ♪瀦 縦 威 受桝 粒 パ 溺 毋 、レ ル 蜘 z 騨 孝

研　 」蟹 ． 了？ o 堵 地 ’・・ e ・2 で
’
24 畴 戸尉振 箜堵養 げ ・。　鯉 ．小 爰羚 お参

出ヲ細 pt．こ ホ麦粉 弓 ・ 1 ） 1ニ ゲラ P ，
一

嬲 t ？・ S％・・ “ ・2 ヒ ／」多 3 う 1二 溶解 tr ： ｛ σ
） ：

Flく1。）　9 び 　 F1（i6） 1‘ 塩4し カ ・レ シ ウ久 0、orgi ガeえ r， もの ：
F1（10）・ C ・ 髫基咳 日

1
て 組 い f：．

茎｛直 lf． 2 に ！・纈 軅 縫言爵癜 ケ観 孟 加 廴 ．ウ il レ フ ・ 厳翫 囲 いマ 3σ
゜
ご で

『
2 崎間

露 盪L騫 窒す る裂酸 ガ ス 盪 を測 良 Zた．
’

伝 解棺．ゆ 今 ｝・分 酋 t ラ ン ダム 舵 ろ解‡1下1・ よる．

　3）播 果 　 fl  讎
‘
飢 σ ・ ヒ き，鳳 始 甥 q 畷 1凾獅 始 後 6・ 分 ほ ゼ で廃 酵 繊 ガ砺

彳t るh
；

．麟椎 株 ゼ け 登解 ω ．偉 躬 バ み らh な h
’

・ た ． F〔（，o ）＋ Cai 差偵ヒ if ： ヒ き ぱ 渉叡受 ’臣

雑え e。
の イ綴 桐 和 ・ レ て ＃

’
醜 「づ 鶴 鉢 な わ r・ ， そ ・ ゴ 9 ・　An 一 μ ・ 今 畷 巓

’
仮

経糧 S 鞭 し、r・・（・・）1・・〔・・周 ・ … 球 め る ヒ．酬 甥 ・で
’
lt　 ・ つ 額 が

1F
奪 べ

．
脚 マ

幽『
あ サ．臧

々椎林 で け 2 ・ 宀7ρ て  明 確 ‘： 彦 別 回 tf ’ ，　 2 楴体 〔耐 干生孝朱 x 感 受牲株）の NJn 分 8 層 ケ

で tt 側 生 憾 副 レ ・ ・ 21 ・ 帰 匡 し． 2 猪鉢 〔耐 性 褓 ・ 創 封 朱）砺 ・ セ グ ・1 が ン 1 ‘ぱ ベ

マ 耐 鞍 で あ ・f・． 彳熊 て 耐 椥 蝉 一・ 蓮枢 隷 配 で
唱
あ 3t 考畑 ll　r：． 斛 賢

1
ヘ テ ・ の

2 倍 体 ・ 表 現 型 1燃 ・契椎 で
’
あ る こ ヒ ゐ

’
う．耐 椎 は 劣イ・z 了

「1
あ 多 ヒ 恩 わ 4沼 ．

　，ト莠廴粉 毒面寸’1生酉孝毋 の 撹イ云角彳LttT

　〔才 リ エ ン 9 ル 酵静 工 業　 夜轟 桝）

　　 中富康《

・1畷 粉 刺 順 舞 層 翻 躯 餌害ナ る縮 孵｛賑 泊 P ・・vttli ・ ・i，ne の 蒋荘 焔 1 辷が

　今tU．杭 瞬撮 蛋白 ド k ・ て 豬 孵 が但害 き 9t　rt　v
｝
耐 椎 瞬廿 豊 パ   種 砺 今融．

Gemetic 　analysis ・ f　yeasts 　resistarlt 　 t。　a 　bOXic 曲 stance °f 禰 eat 　n °u 「

Yam 　Nalcatemi （Femen 七ati   and 　Food　Heeeaich 　taborabQryg

Orient 日ユ Yeas ヒ α）．，　Ltd．，3−6−10　Amusam ，ltaba3bi 一  ，Tokyo 　174 ）

117
ア ル カ ン 酵 母の プ ロ テアーゼ 変 異 体 の 解 析

阪大 ・工 ・醗酵　○松岡正 佳、Deepak　 Saigal ．合 葉 修
一

　 P 目的　　ア ル カ ン 酵 母の 生産 す る 菌 休 外 ア ル カ リ性プ ロ テ ア
ーゼは PMSF 感 受 性

セ リン プ ロ テ イ ナ ーゼ と して 知 られ て い る 。そ の 構造 遺 伝 子 変 異体 を決定 し、また 分泌 ・

プ ロ セ シ ン グ に つ い て も考察 した ．

　 2 ｝方法　　壟 cch 矼 o画 凶豊 （聡 rro 智 豆》1匡鯉 痩 」墜 　の 変異体は kTCC446e【由来の

tys　 tret お よび h葦s栄 養 要 求株か らNTG 処 理 で 単 離 した．プ ロ テ アーゼ 欠 損 （pr
−
）表 現

型は ス キ ム ミル ク平 板上で の コ ロ ニ ー周囲の 透明帯で 判定 した。二 倍 体 お よび 組 換 え体 は

プ ロ トア ラ ス ト融合 と単相化に よっ て 作威した。活性測定には培養液上澄または その 硫安

分画液を用い て カ ゼ イ ン を基質 と して p眄 に て 生成す る酸可 溶性ペ プ チ ド を tQwry法 で

定 量 した。

　 3 ）結果　　単 離 した ｝2株の 卩ビ変 異 体の うち 4株は 温 度 感受 性 で あ り、これ らの うち

pr
−105と pr

−
［le の つ くる プ ロ テ アーゼ 活性は 5e℃ で 野生型に 比べ て 熱不 安定で あ っ た 。

pr
−1e5と 野生型の ヘ テ ロ ニ 陪体は 狙 ℃ の 制限温 度で は プ ロ テ アーゼ 比活 性が pr

“
／pr

“
二 俵

体の 1／4 に 低下 し、量効果が 見 られ るの で pr
−105 は 講造遺伝子の 変異で あ る。lys 四 et

と his要求 性の prr変異 休の 相補性試験 に よ り、pr−le5の 対立 遺 伝子 pr−8 と rr
−30が見

出され 、こ れ らは すべ て pr
“
／prF 二 倍体に お い て 量効果 に 寄与 した 。

　電気泳動に よる分析で は pr
−S．pr−25，pr弓 0 変異体は 分子量 3 万 の 不 活性なプ ロ テ アー

ゼ を分泌 して お り．二 重免疫拡散法 で は pr
−25に野生型と同様な反応が見られ る。特に、

pr
−25 変異体は 菌体外 リパ ーゼや RNAase 活性 も 多面的に 欠慣 して い た．
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